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伊勢志摩
国立公園の日

第２号

志摩市の和具漁
港は、イセエビ漁
の最盛期。網に
かかったエビをは
ずす「網さばき」
の作業は冬の風
物詩です。
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る

石
原
円
吉
賞
決
ま
る！
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）

神
島
小
学
校（
鳥
羽
市
）、横
山
桜
会（
志
摩
市
）

「
伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
日
」（
11
月
20
日
）が
迫
っ
た
11
月
17

日
、〝
Ｈ
ａ
ｐ
ｐ
ｙ　
Ｂ
ｉ
ｒ
ｔ
ｈ
ｄ
ａ
ｙ
！ 

伊
勢
志
摩
国
立
公

園
〞と
題
し
た
第
二
回
の
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
し
た
。一
般

参
加
を
含
む
約
80
人
が
鳥
羽
市
立
海
の
博
物
館
に
集
ま
っ
て
、

国
立
公
園
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
に
つ
い
て
楽
し
く
学
び
、

国
立
公
園
指
定
が
叶
っ
た
72
年
前
の
原
点
に
立
ち
返
る
日
と

な
り
ま
し
た
。

特
別
賞
は
中
村
幸
昭
さ
ん
と

前
海
博
館
長
の
故
石
原
義
剛
さ
ん

お
日
様
の
光
で
色
が
変
わ
る
!?

「
貝
紫
染
め
」の
ク
ラ
フ
ト
体
験

　

目
玉
は
、新
し
く
創
設
し
た

石
原
円
吉
賞（
以
下
、円
吉
賞
）

の
表
彰
式
。戦
後
、伊
勢
志
摩
の

国
立
公
園
指
定
に
奔
走
し
た
石

原
円
吉
翁（
一
八
七
七
ー
一
九
七
三
）の

精
神
に
な
ら
い
、毎
年
一
回
、国

立
公
園
の
動
植
物
の
保
護
や
地

域
文
化
の
継
続
や
発
展
な
ど
に

功
績
の
あ
っ
た
人
物・団
体
を
た

た
え
て
い
く
も
の
で
す
。推
薦

さ
れ
た
候
補
者
か
ら（
一
財
）伊

勢
志
摩
国
立
公
園
協
会
長
と
有

識
者
ら
が
選
考
し
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
一
回
の
円
吉

賞
に
は
、神
島
小
学
校
と
横
山

桜
会
の
２
団
体
が
輝
き
ま
し

た
。ま
た
、故
・
石
原
義
剛
前
海

の
博
物
館
館
長
と
、中
村
幸
昭

鳥
羽
水
族
館
名
誉
館
長
の
２
人

に
、特
別
賞
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

（
各
受
賞
者
に
つ
い
て
は
裏
面

に
掲
載
）

　
受
賞
者
と
関
係
者
に
よ
る
植

樹
式
の
セ
レ
モ
ニ
ー
も
行
わ
れ

ま
し
た
。円
吉
翁
が
伊
勢
志
摩

国
立
公
園
内
の
学
校
な
ど
に
桜

の
苗
木
約
１
万
本
を
贈
っ
て
い

た
の
に
ち
な
ん
で
、海
の
博
物

館
の
前
庭
に
新
し
い
苗
木
を
植

え
ま
し
た
。

　
一
般
参
加
者
に
向
け
て
、円
吉

翁
に
つ
い
て
知
る
講
演
や
館
内

を
巡
る
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー
、ク
ラ

フ
ト
体
験
も
あ
り
ま
し
た
。ク

ラ
フ
ト
体
験
で
は
海
女
が
魔
除

け
の
た
め
に
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
に

施
す「
貝
紫
染
め
」に
挑
戦
。用

意
さ
れ
た
貝
か
ら
透
明
の
液
を

取
り
、布
に
つ
け
て
日
光
に
当

て
る
と
徐
々
に
紫
色
に
変
化
す

る
様
子
に
驚
き
の
声
が
上
が
り

ま
し
た
。家
族
３
人
で
参
加
し

た
男
性
は
、「
国
立
公
園
指
定
の

経
緯
や
円
吉
さ
ん
の
こ
と
を
知

り
、勉
強
に
な
っ
た
」と
話
し
て

い
ま
し
た
。

﹇
第
一
回
﹈

﹇
第
一
回
﹈

山本協会長（左）が賞状を授与山本協会長（左）が賞状を授与

晴れやかな植樹式晴れやかな植樹式

一般参加者も見守った一般参加者も見守った

貝紫染めに熱中する一般参加者たち貝紫染めに熱中する一般参加者たち

受賞者（前列）たちの記念撮影受賞者（前列）たちの記念撮影



石原円吉賞・特別賞受賞者たちの喜びのコメント

石
原
円
吉
賞
の
受
賞
者
と
、特
別
賞
の
受
賞
者
た
ち
を
紹
介
。

表
彰
式
で
出
席
者
が
語
っ
た
、喜
び
の
コ
メ
ン
ト
も
お
聞
き
く
だ
さ
い
。

石
原
円
吉
賞

特
　
別
　
賞

神
島
小
学
校（
鳥
羽
市
）

石
原
義
剛
さ
ん

功
績

神
島
っ
子
ガ
イ
ド
等

漁
民
文
化
の
調
査
・
保
存
等

功
績

石
原
円
吉
賞

横
山
桜
会（
志
摩
市
）
功
績

桜
の
植
樹
等

　

伊
勢
湾
の
入
り
口
に
浮
か
ぶ

離
島
の
神
島
小
学
校
は
、
全
校

児
童
20
人
。
児
童
ら
が
島
の
魅

力
を
発
見
し
、
観
光
客
を
案
内

す
る
ツ
ア
ー
「
神
島
っ
子
ガ
イ

ド
」
を
４
年
間
続
け
て
き
た
。

平
成
30
年
に
は
、
中
止
さ
れ
た

島
の
祭
り
を
復
活
さ
せ
た
い

と
、「
子
ど
も
ゲ
ー
タ
ー
祭
り
」

も
実
施
。
地
域
文
化
の
発
信
と

継
承
に
努
め
た
。

「
島
の
景
観
と
純
朴
な
子
供
た

ち
が
価
値
の
ガ
イ
ド
。
賞
を
い

た
だ
き
光
栄
で
す
」（
西
井
潔

教
頭
）

　
昭
和
48
年
に
父
の
石
原
円
吉

か
ら
海
の
博
物
館
館
長
を
継

ぎ
、
漁
民
文
化
の
調
査
・
保
存

に
尽
力
。
環
境
問
題
を
訴
え
る

Ｓ
Ｏ
Ｓ（
Ｓａ
ｖ
ｅ
Ｏｕ
ｒ 

Ｓｅ
ａ
）

運
動
を
呼
び
か
け
、
海
女
振
興

協
議
会
会
長
と
し
て
海
女
文
化

の
ユ
ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
登

録
活
動
に
も
情
熱
を
注
い
だ
。

今
年
９
月
に
逝
去
。享
年
81
歳
。

津
市
出
身
。

「
生
前
、
父
に
賞
の
創
設
を
伝

え
た
が
、
ま
さ
か
自
分
が
特
別

賞
を
取
る
と
は
思
っ
て
い
な
か
っ

た
で
し
ょ
う
。
祖
父
円
吉
は
喜

ん
で
い
る
と
思
う
」（
次
女
・

石
原
真
伊
さ
ん
）

　
昭
和
30
年
に
鳥
羽
水
族
館

を
開
設
。
現
在
に
至
る
ま
で

大
勢
の
来
館
者
を
集
め
続
け

て
伊
勢
志
摩
へ
の
観
光
と
生

物
・
環
境
教
育
に
つ
な
げ
て

い
る
。
平
成
元
年
〜
同
28
年

に
は
鳥
羽
清
港
会
会
長
を
務

め
海
岸
清
掃
を
指
揮
し
た
。

ま
た
、
講
演
や
著
述
活
動
を

 

15
年
前
か
ら
桜
を
中
心
と
し
た

植
樹
に
取
り
組
み
、志
摩
市
の
横

山
周
辺
の
遊
歩
道
や
山
林
に
の

べ
約
４
千
本（
う
ち
桜
は
約
３
千

本
）を
植
え
て
き
た
。創
造
の
森・

横
山
を
活
動
拠
点
と
し
、毎
年
春

に
同
所
で「
横
山
さ
く
ら
ま
つ

り
」を
開
い
て
賑
わ
せ
、資
源
の

活
用
で
も
認
め
ら
れ
た
。会
員
数

は
52
名（
賛
助
会
員
は
除
く
）。

「
円
吉
さ
ん
は
国
立
公
園
に
１
万

本
の
桜
を
植
え
た
の
で
、わ
れ
わ

れ
も
目
指
し
た
い
。日
本
で
一
番

の
桜
の
園
に
な
る
よ
う
続
け
て

い
き
た
い
」（
前
田
敏
通
会
長
）

 

中
村
幸
昭
さ
ん

観
光
誘
客
、環
境
美
化
等

功
績

通
じ
て
伊
勢
志
摩
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
る
。
鳥
羽
市
出

身
。
90
歳
。

「（
戦
後
の
国
立
公
園
指
定
運

動
を
振
り
返
っ
て
語
り
）
今
日

は
円
吉
賞
の
ご
縁
で
円
吉
さ

ん
と
の
思
い
出
を
話
し
た
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
」（
本
人
）
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石
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吉
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推
薦

来
年
６
月
募
集
開
始

来
年
６
月
募
集
開
始！

　

石
原
円
吉
賞
の
推
薦
は
６
月
頃
募
集
を
開
始
し
、伊
勢

志
摩
国
立
公
園
の
指
定
日（
11
月
）に
合
わ
せ
て
表
彰
式
を

行
い
ま
す
。

　

伊
勢
志
摩
国
立
公
園
の
最
大
の
魅
力
は
人
と
自
然
の
関

わ
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、今
後
も
同

国
立
公
園
の
保
全
や
活
用
に
取
り
組
み
、魅
力
あ
る
地
域

づ
く
り
を
行
っ
て
い
る
方
々
の
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て

い
き
ま
す
。

　

推
薦
の
受
付
・
表
彰
式
に
つ
い
て
は
、詳
細
が
決
ま
り
次

第
案
内
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

皆
さ
ま
の
推
薦
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

候
補
者
の
推
薦

　
公
募
に
よ
り
行
い

ま
す
。
表
彰
の
対
象

者
は
、長
年
、 伊
勢
志

摩
国
立
公
園
の
地
域

文
化
の
継
承
や
適
正

な
活
用
の
推
進
、動

植
物
の
保
護
な
ど
を

行
っ
て
い
る
方
や
グ

ル
ー
プ・
団
体
で
す
。

（
若
干
名
）

内
宮
宇
治
橋
の
日
の
出（
冬
至
の
こ
ろ
）


